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一
○
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
の
時
代
は
、
律
令
国
家
か
ら
封
建
国
家
へ
の
過
渡
的
国
家
段
階
と
し
て
、
王
朝
国
家
と
い
う
概
念
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
始
期
・
終
期
を
め
ぐ
る
時
期
区
分
の
問
題
や
王
朝
国
家
を
構
成
す
る
要
素
な
ど
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
王
朝
国
家
論
自
体
の
概
念
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
（１）
見
解
の
一
致
を
見
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
、
一
○
世
紀
以
降
の
国
家
支
配
は
、
律
令
国
家
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
の
政
治
構
造
は
、
藤原氏が摂政・関白として政権を担っていた「摂関政治」
と
院
が
主
導
的
立
場
と
な
り
政
治
を
行
っ
て
い
た
「
院
政
」
と
に
理
解
さ
れ
、
政
治
史
的
に
は
こ
の
時
代
を
摂
関
期
・
院
政
期
と
称
し
て
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
号
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
ｌ
花
山
天
皇
期
の
政
権
構
造
Ｉ
いる。摂関
政
治
・
院
政
を
め
ぐ
る
議
論
は
古
く
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
近
年
、
平
安
時
代
史
研
究
の
盛
行
、
特
に
摂
関
家
と
密
接
な
関
わ
り
を
有
す
る
受
領
を
テ
ー
マ
と
す
る
受
領
功
過
定
や
当
（２）
該
期
の
収
取
体
系
の
研
究
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
視
角
か
ら
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
解
明
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
摂
関
政
治
を
め
ぐ
る
主
要
な
研
究
視
角
と
し
て
、
第
一
に
摂
関
制
そ
れ
自
体
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
摂
関
政
治
を
象
徴
す
る
道
長
の
権
力
基
盤
が
摂
政
・
関
白
で
は
な
く
、
一
上
・
内
覧
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
良
房
・
基
経
ら
の
段
階
に
お
い
て
も
、
令
制
の
最
高
官
職
で
あ
る
太
政
大
臣
の
職
能
と
の
関
連
や
天
皇
大
権
と
そ
の
代
行
と
い
う
摂
関
自
体
の
職
（３）
能
・
権
能
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
摂
鈴
木
敏
弘
’四○
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関
の
職
能
・
権
能
が
、
国
家
意
志
の
決
定
段
階
に
お
い
て
い
か
な
る
権
限
を
行
使
し
得
た
の
か
と
い
う
問
題
や
政
所
政
治
否
定
論
な
ど
の
視
角
か
ら
政
治
の
場
を
め
ぐ
る
研
究
が
頻
出
し
、
公
卿
議
定
に
関
す
（４）
る研究が進展した。第一二に、律令国家段階における天皇と
太
政
官
と
い
う
政
治
構
造
が
、
王
朝
国
家
段
階
に
お
い
て
い
か
な
る
変
質
を
遂
げ
た
の
か
、
な
ど
の
政
治
構
造
を
め
ぐ
る
視
角
か
ら
の
研
（５）究などがある。むろん、これ言らは相互に密接な関わりを持
つ
た
め
、
一
概
に
は
分
類
で
き
な
い
ほ
ど
多
角
的
な
視
角
か
ら
の
研
（６）
究が進め、われている。
ま
た
、
摂
関
政
治
の
始
期
は
従
来
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
藤
原
良
房
が
清
和
天
皇
の
摂
政
に
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
関
白
に
就
任
し
、
貞
観
一
四
年
（
八
七
二
）
良
一
房
の
養
子
基
経
が
摂
政
に
、
元
慶
四
年
（
八
八
○
）
関
白
に
就
任
し
た
時
点
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
日
に
お
い
て
は
、
宇
多
・
醍
醐
・
村
上
の
各
天
皇
の
頃
に
は
親
政
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
摂
政
・
関
白
が
常
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
親
政
以
前
の
段
階
を
前
期
摂
関
政
治
と
み
な
す
見
解
も
あ
る
が
、
厳
密
に
は
「
摂
関
政
治
」
と
は
い
え
ず
、
摂
関
政
治
の
本
格
的
な
展
開
は
、
延
長
八
年
（
九
三
○
）
に
藤
原
忠
平
が
摂
政
に
就
任
し
た
時
点
、
ま
た
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
藤
原
実
（７）
頼
が
関
白
と
な
っ
て
以
後
と
み
な
す
見
解
が
ロ
王
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
実
頼
以
後
、
摂
関
は
常
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
摂
関
が
制
度
摂関政治成立期の国家政策（鈴木）
的
に
常
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
段
階
、
い
わ
ば
摂
関
体
制
の
成
立
過
程
の
段
階
に
お
い
て
、
関
白
が
存
在
し
な
が
ら
も
、
そ
の
機
能
を
発
揮
し
得
な
い
期
間
が
存
在
し
た
。
そ
れ
が
花
山
天
皇
治
世
の
二
年
間
で
あ
る
。
花
山
天
皇
期
に
は
、
藤
原
頼
忠
が
関
白
と
な
っ
て
い
た
（８）
が、天皇との、ミウチ関係になく「よその人」との認識がな
さ
れ
、
頼
忠
が
関
白
と
し
て
政
権
の
主
体
と
な
っ
て
い
た
形
跡
は
見
（９）
壼ｂれない。
摂
関
政
治
の
権
威
の
根
源
は
、
天
皇
そ
の
も
の
の
中
に
あ
っ
た
と
（川）
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
権
威
の
根
源
で
あ
る
天
皇
と
の
ミ
ウ
チ
関
係
に
な
い
花
山
天
皇
期
の
政
策
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が
見
ら
れ
、
そ
の
政
策
基
調
は
奈
辺
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
花
山
天
皇
治
世
下
に
お
い
て
は
、
「
革
新
的
」
と
さ
れ
る
諸
政
策
が
発
令
さ
れたが、これをめぐっては積極的に評価を与える論者と、
そ
の
実
行
性
に
疑
問
を
呈
す
る
論
者
と
の
相
反
す
る
評
価
が
対
立
し
（Ⅱ）
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
発
令
主
体
の
権
力
の
問
題
、
す
な
わ
ち
外
戚
な
ど
を
含
め
た
花
山
天
皇
の
王
権
、
第
二
に
そ
の
王
権
に
基づいて発令された諸政策が前政権と比較しての革新性、
そ
し
て
そ
の
効
果
、
第
三
に
平
安
政
治
史
上
に
お
け
る
花
山
天
皇
期
の政策基調の意義、などに帰結すると思われる。
本
稿
は
、
花
山
天
皇
期
に
発
令
さ
れ
た
政
策
を
通
じ
、
当
該
期
の
一
四
一
Hosei University Repository
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
お
よ
び
そ
の
評
価
を
行
う
前
提
と
し
て
、
花
山
天
皇
の
即
位
事
情
や
当
該
期
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
確
認
し
て
おく必要があろう。
藤
原
氏
に
よ
る
長
期
的
か
つ
徹
底
し
た
他
氏
排
斥
の
最
終
段
階
が
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
の
安
和
の
変
で
あ
っ
た
。
こ
の
変
の
前
年
一
○
月
、
後
に
花
山
天
皇
と
な
る
師
貞
親
王
が
、
父
冷
泉
天
皇
と
母
藤
原
懐
子
と
の
間
に
生
ま
れ
、
翌
安
和
三
年
九
月
に
は
、
立
太
子
さ
れ
皇
太
子
と
な
っ
た
。
師
貞
親
王
の
母
懐
子
の
父
は
、
安
和
の
変
を
画
策
し
た
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
伊
尹
で
あ
り
、
彼
は
この時正三位大納言であった。
安
和
の
変
前
後
に
お
け
る
廟
堂
の
構
成
は
、
安
和
元
年
に
は
関
白
太
政
大
臣
に
藤
原
実
頼
、
右
大
臣
に
藤
原
師
尹
、
大
納
言
に
魚
名
流
の
在
衡
ら
が
お
り
、
伊
尹
は
従
三
位
権
大
納
言
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
安
和
の
変
の
首
謀
者
と
さ
れ
た
源
高
明
は
正
二
位
左
大
臣
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
変
後
、
師
尹
が
左
大
臣
、
在
衡
が
右
大
臣
、
伊
尹
は
権
官
か
ら
正
官
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
転
じ
て
い
る
。
安
和
の
変
に
よ
っ
て
廟
政
治
権
力
を
検
討
し
、
実
質
的
に
摂
関
不
在
と
も
い
え
る
花
山
天
皇
期
に
お
け
る
政
治
権
力
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
摂
関
政
治
」
の
本
質
を
探
る
試
み
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
号
花
山
天
皇
即
位
前
後
の
政
治
情
勢
堂
内
に
お
け
る
独
占
的
権
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
藤
原
氏
は
、
一
方
に
お
い
て
伊
尹
が
女
の
懐
子
を
、
伊
尹
の
弟
兼
家
が
超
子
を
そ
れ
ぞ
れ
冷
泉
天
皇
に
入
内
さ
せ
た
よ
う
に
、
｜
族
内
部
に
お
け
る
争
い
を
導
き
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
兼
家
の
超
子
入
内
に
対
し
伊
尹
は
、
師
貞
親
王
立
太
子
を
実
行
に
移
す
。
安
和
二
年
（
九
六
九
）
八
月
、
冷
泉
天
皇
は
弟
の
守
平
親
王
に
譲
位
し
、
親
王
は
即
位
し
て
円
融
天
皇
と
な
り
、
同
時
に
冷
泉
天
皇
の
第
一
皇
子
で
あ
る
師
貞
親
王
が
皇
太
子
と
な
っ
た
。
こ
の
時
冷
泉
天
皇
は
僅
か
二
○
歳
で
あ
り
、
そ
の
在
位
期
間
は
二
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
即
位
し
た
円
融
天
皇
も
二
歳
で
あ
り
、
冷
泉
天
皇
の
在
位
中
関
白
の
職
に
あ
っ
た
藤
原
実
頼
が
引
き
続
き
円
融
天
皇
の
摂
政
と
な
っ
た
。
実
頼
は
、
翌
天
禄
元
年
（
九
七
○
）
五
月
一
八
日
死
去
し
、
天
皇
の
母
安
子
の
兄
で
あ
り
、
皇
太
子
師
貞
親
王
の
外
祖
父
に
あ
た
る
伊
尹
が
、
正
三
位
右
大
臣
の
ま
ま
摂
政
に
就
任
す
る
。
実
頼
が
天
皇
と
の
外
戚
関
係
に
な
く
、
藤
原
氏
の
長
老
的
立
場
か
ら
、
妥
協
の
産
物
と
し
て
、
形
式
的
に
関
白
・
摂
政
に
就
任
し
た
の
に
対
し
、
伊
尹
の
摂
政
就
任
は
官
位
の
高
低
に
関
係
な
く
、
円
融
天
皇
の
母
安
子
の
兄
で
あ
り
、
皇
太
子
師
貞
親
王
の
外
祖
父
で
あ
る
と
い
う
天
皇
と
の
血
縁
的
立
場
と
政
界
に
お
け
る
主
導
的
地
位
獲
得
を
意
図
し
た
結
果
の
産
物
で
あ
っ
た
。
伊
尹
が
、
右
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
こ
の
年
正
月
の
こ
と
で
あ
り
、
右
大
臣
で
あ
っ
た
在
衡
も
同
一
四
二
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時
に
左
大
臣
に
就
任
し
た
。
た
だ
し
在
衡
は
、
時
に
七
九
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
、
実
質
的
に
伊
尹
が
政
界
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
正
三
位
右
大
臣
の
ま
ま
摂
政
に
就
任
し
た
と
い
う
事
実
は
、
摂
政
と
い
う
地
位
が
、
太
政
官
制
に
規
制
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に
良
一
房
・
実
頼
が
摂
政
の
地
位
に
就
い
た
時
点
で
の
官
職
は
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
が
、
基
経
は
右
大
臣
、
忠
平
は
左
大
臣
、
伊
尹
の
後
摂
政
と
な
っ
た
兼
家
も
右
大
臣
で
あ
っ
た
。
な
お
、
関
白
に
し
か
就
任
し
て
い
な
い
兼
通
・
頼
忠
も
各
々
中
納
言
・
左
大
臣
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
伊
尹
が
天
禄
二
年
（
九
七
一
）
二
月
に
は
太
政
大
臣
と
な
り
、
翌
年
一
月
に
伊
尹
が
没
し
、
そ
の
後
に
関
白
と
な
っ
た
伊
尹
の
弟
兼
通
は
権
中
納
言
で
あ
っ
た
が
、
関
白
に
就
任
す
る
と
同
日
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
に
は
太
政
大
臣
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
い
ま
だ
こ
の
段
階
の
摂
政
・
関
白
の
地
位
は
、
天
皇
と
の
ミ
ウ
チ
関
係
で
あ
る
こ
と
が
第
一
義
的
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
摂
関
の
地
位
に
太
政
官
制
が
追
従
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
た
だ
ち
に
摂
関
の
地
位
が
太
政
官
制
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
確
か
に
摂
関
の
職
能
が
天
皇
大
権
の
一
角
を
担
う
立
場
に
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
摂
関
就
任
に
伴
う
大
政
官
制
内
に
お
け
る
地
位
の
上
昇
は
、
大
政
官
議
政
官
の
廟
堂
内
に
お
け
る
最
上
位
者
で
あ
る
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
太
政
大
臣
と
し
て
の
地
位
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
天
皇
大
権
の
一
角
を
担
う
と
い
う
摂
関
の
職
能
の
独
自
性
を
大
政
官
制
が
規
制
し
て
いたことを窺わせる。
さ
て
伊
尹
は
、
こ
の
よ
う
に
廟
堂
の
実
権
を
握
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
僅
か
二
年
で
没
し
て
し
ま
っ
た
。
伊
尹
の
没
後
に
は
従
三
位
権
中
納
言
な
が
ら
兼
通
が
関
白
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
兼
通
は
実
頼
の
子
頼
忠
と
手
を
結
び
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
弟
兼
家
の
官
位
も
兼
通
が
死
去
す
る
ま
で
正
三
位
大
納
言
の
ま
ま
で
と
ど
め
、
関
白
の
地
位
も
頼
忠
に
譲
る
な
ど
、
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
兼
家
を
牽
制
し
続
け
た
の
であった。
｜
方
そ
の
間
兼
家
は
、
冷
泉
天
皇
に
超
子
を
、
円
融
天
皇
に
詮
子
を
入
内
さ
せ
、
超
子
は
居
貞
親
王
（
後
の
二
条
天
皇
）
を
詮
子
は
懐
仁
親
王
（
後
の
一
条
天
皇
）
を
生
ん
で
お
り
、
権
力
掌
握
の
た
め
の
布石を着々と打っていた。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
八
月
、
師
貞
親
王
が
即
位
し
花
山
天
皇
と
な
り
、
兼
家
の
権
勢
を
背
景
に
懐
仁
親
王
が
皇
太
子
と
な
っ
た
。
師
貞
親
王
立
太
子
時
の
廟
堂
の
中
心
に
は
、
伊
尹
が
位
置
し
て
お
り
、
当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
す
る
な
ら
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
が
、
師
貞
親
王
が
即
位
す
る
ま
で
の
問
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
盾
と
な
っ
て
い
た
伊
尹
は
没
し
、
伊
尹
の
弟
兼
通
・
兼
家
ら
の
台
頭
に
よ
り
そ
の
存
立
基
盤
は
脆
弱
な
も
の
と
な
り
、
時
の
実
力
四
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者
兼
家
の
立
場
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
懐
仁
親
王
に
皇
位
を
譲
る
た
め
だ
け
に
即
位
し
た
暫
定
的
な
天
皇
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
阿
部
猛
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
立
場
は
「
泡
（旧）
沫
的
」
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
壱
ｂ
に
そ
の
政
権
を
担
っ
た
伊
尹
の
五
男
義
懐
は
、
天
皇
の
外
叔
父
で
あ
っ
た
が
、
年
齢
は
僅
か
二
八
歳
で
あ
り
、
花
山
天
皇
が
即
位
す
る
直
前
の
官
位
は
従
四
位
上
侍
従
で
し
か
な
く
、
花
山
天
皇
の
践
詐
に
伴
い
蔵
人
頭
と
な
り
、
一
○
月
の
即
位
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
従
三
位
に
昇
っ
た
も
の
の
非
参
議
で
し
か
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
摂
関
就
任
の
第
一
条
件
は
、
天
皇
と
の
ミ
ウ
チ
関
係
で
あ
っ
た
が
、
義
懐
の
例
か
ら
は
、
た
と
え
天
皇
と
ミ
ウ
チ
関
係
に
あ
っ
て
も
そ
れ
が
直
接
摂
関
就
任
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
兼
通
の
関
白
就
任
時
の
官
職
が
権
中
納
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
官
職
の
最
低
条
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
前
の
摂
関
就
任
時
の
最
低
の
官
職
が
中
納
言
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
摂
関
就
任
条
件
の
一
つ
が
上
卿
に
な
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
公
卿
議
定
を
主
催
で
き
得
る
地
位
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
無
論
そ
れ
は
直
ち
に
公
卿
議
定
を
主
導
し
う
る
立
場
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
兼
通
の
場
合
関
白
就
任
と
同
時
に
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
年
三
ヵ
月
後
に
は
太
政
大
臣
に
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
中
法
政
史
学
第
五
十
号
納
三
か
ら
大
納
言
を
経
ず
に
内
大
臣
に
、
そ
し
て
太
政
大
臣
と
な
っ
て
い
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
摂
関
の
地
位
自
体
が
大
政
官
制
と
は
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
一
方
で
大
政
官
制
に
も
立
脚
し
て
い
る
と
い
う
摂
関
の
二
元
的
性
格
を
表
現
し
て
お
り
、
後
の
摂
関
最
盛
期
と
は
異
な
る
地
位
を
示
し
て
い
る
と
い
えよう。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
花
山
天
皇
に
は
強
力
な
擁
護
者
は
存
在
し
て
い
なかった。『大鏡』（「伊尹伝」）は、このような事情の中で
即
位
し
た
花
山
天
皇
像
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
花
山
院
は
、
風
流
者
に
さ
へ
お
は
し
ま
し
け
る
こ
そ
。
御
所
つ
く
ら
せ
た
ま
へ
り
し
さ
ま
な
ど
よ
・
〔
寝
殿
・
対
・
渡
殿
な
ど
は
、
つ
く
り
あ
ひ
、
桧
皮
葺
き
あ
は
す
る
こ
と
も
、
こ
の
院
の
し
出
で
さ
せ
た
ま
へ
る
な
り
。
昔
は
別
々
に
て
、
あ
は
ひ
に
樋
か
け
て
ぞ
侍
り
し
。
内
裏
は
今
に
さ
て
こ
そ
は
侍
る
め
れ
。
〕
御
車
や
ど
り
に
は
、
板
敷
を
奥
に
は
高
く
、
端
は
さ
が
り
て
、
大
き
な
る
妻
戸
を
せ
さ
せ
た
ま
へ
る
ゆ
ゑ
は
、
御
車
の
装
束
を
さ
な
が
ら
立
て
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
お
の
づ
か
ら
と
み
の
ことの折に、とりあへず戸押し開かば、からからと、
人
も
手
も
ふ
れ
ぬ
さ
き
に
、
さ
し
出
さ
む
が
料
と
、
お
も
し
ろ
く
思
し
召
し
よ
り
た
る
こ
と
ぞ
か
し
。
御
調
度
ど
も
な
ど
の
清
ら
さ
こ
そ
、
え
も
い
は
ず
侍
り
け
れ
。
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花
山
天
皇
期
に
お
い
て
、
そ
の
側
近
と
し
て
政
権
を
担
っ
て
い
た
の
が
天
皇
の
外
叔
父
藤
原
義
懐
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
と
なっている。『愚管抄』（巻三）には、
此
花
山
院
ニ
ハ
義
懐
中
納
言
コ
ソ
ハ
、
外
舅
ナ
レ
バ
執
政
ス
ベ
ヶ
レ
ド
モ
、
践
詐
ノ
時
ハ
蔵
人
頭
一
一
コ
ソ
、
ハ
ジ
メ
テ
四
位
侍
従ニテ任ジテ、ヤガテトク中納言ニナリテ一一一条関白ハ
如
元
ト
テ
オ
ハ
シ
ケ
レ
ド
モ
国
ノ
政
ハ
ヲ
サ
エ
テ
義
懐
ヲ
コ
ナ
こ
の
『
大
鏡
』
の
記
述
か
ら
は
、
芸
術
家
肌
の
、
い
わ
ば
文
化
人
と
し
て
素
養
豊
か
な
若
き
天
皇
の
姿
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
○
月
一
○
日
の
即
位
の
儀
の
際
に
天
皇
は
、
王
冠
が
甚
だ
重
い
た
め
上
気
し
て
し
ま
っ
た
と
い
つ
（旧）
て
、
王
冠
を
脱
い
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
天
皇
の
奇
行
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
豊
明
節
会
の
五
節
舞
姫
（
藤
原
景
野
女
）
が
参
入
し
た
（Ｍ）
時
、
天
皇
は
常
寧
殿
に
出
御
し
て
、
「
密
々
御
覧
」
、
す
な
わ
ち
覗
き
見
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
花
山
天
皇
を
世
の
人
々
は
「
内
お
と
（旧）
り
の
外
め
で
た
」
、
天
白
三
の
私
生
活
は
感
心
で
き
な
い
が
、
表
向
き
の
政
治
は
し
っ
か
り
と
お
こ
な
っ
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。
後
世
「
聖
代
視
」
さ
れ
た
花
山
天
皇
の
治
世
は
、
諸
々
の
政
策
が
次
々
と
発
令
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
一
一
花
山
天
皇
期
の
政
治
構
造
と
諸
政
策
摂関政治成立期の国家政策（鈴木）
ヒヶルホドーー、ワッカニ中一年ニテ不可思議ノャウイ
デ
キ
ニ
ケ
レ
バ
イ
フ
パ
カ
リ
ナ
シ
。
と
あ
り
、
従
来
は
天
皇
の
外
祖
父
・
外
舅
で
大
臣
の
者
が
「
執
政
の
臣」となる道理であった。しかし花山天皇の時には頼忠が
関
白
と
し
て
そ
の
ま
ま
在
職
し
、
義
懐
は
天
皇
の
践
詐
時
に
は
蔵
人
頭
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
中
納
言
と
な
っ
て
天
皇
の
外
舅
と
し
て
国
政
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は、「ヤガテトク中納言ニナリテ三条関白ハ如元トテオハ
シ
ヶ
レ
ド
モ
」
の
「
如
元
」
の
部
分
で
あ
る
。
慈
円
の
念
頭
に
は
、
中
納
言
で
関
白
と
な
っ
た
兼
通
の
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
中
納
言
が
摂
関
と
な
る
一
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
一
文
は
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
義
懐
は
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
、
伊
尹
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
は
中
務
卿
四
品
代
明
親
王
の
娘
恵
子
女
王
で
あ
る
。
天
禄
三
年（九七二）正月七日、従五位下に叙され、永観二年（九
八
四
）
正
月
従
四
位
上
、
同
年
八
月
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
、
八
月
二
七
日
花
山
天
皇
の
践
詐
に
よ
り
蔵
人
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
以
後
同
年
九
月
に
は
右
近
衛
中
将
、
’
○
月
一
○
日
の
天
皇
即
位
の
日
に
は
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
同
月
一
四
日
に
は
正
三
位
に
叙
さ
れ
た
。
翌
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
九
月
に
は
参
議
と
な
り
、
二
月
従
二
位
、
翌
月
権
一四五
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中
納
言
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
花
山
天
皇
即
位
以
後
の
異
例
（肥）
な
昇
進
は
「
依
御
傍
親
」
と
あ
る
通
り
、
花
山
天
白
三
の
外
叔
父
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
『
平
治
物
語
』
上
（
信
頼
・
信
西
不
快
の
事
）
にそ
の
比
、
少
納
言
信
西
と
い
ふ
人
あ
り
。
山
井
三
位
永
頼
卿
八
代
の
後
胤
、
越
後
守
季
綱
の
孫
、
進
士
蔵
人
実
兼
が
子
な
り
。
儒
胤
を
う
け
て
儒
業
を
つ
た
へ
ず
と
い
へ
ど
も
、
諸
道
を
兼
学
し
て
諸
事
に
く
ら
か
ら
ず
。
九
流
を
わ
た
り
て
百
家
に
い
た
る
。
当
世
無
双
、
宏
才
博
覧
な
り
。
後
白
河
の
院
の
御
乳
母
紀
一一位の夫たるによシて、保元元年よりこのかた、天下
の
大
小
事
を
心
の
ま
田
に
執
行
し
て
、
た
え
た
る
あ
と
を
つ
ぎ
、
廃
れ
た
る
道
を
お
こ
し
、
延
久
の
例
に
ま
か
せ
て
記
録
所
を
置
き
、
訴
訟
を
評
定
し
、
理
非
を
勘
決
す
。
聖
断
、
わ
た
く
し
な
か
り
し
か
ば
、
人
の
う
ら
み
も
の
こ
ら
ず
。
世
を
淳
素
に
返
し
、
君
を
尭
舜
に
至
し
た
て
ま
つ
る
。
延
喜
・
天
暦
二
朝
に
もはぢず、義懐・惟成が一一一年にもこえたり。
と
あ
っ
て
、
後
白
河
天
皇
治
世
下
に
そ
の
延
臣
と
し
て
活
躍
し
た
藤
原
通
憲
の
評
価
の
相
対
と
し
て
、
延
喜
・
天
暦
と
同
様
、
花
山
天
皇
期
が
「
聖
代
」
視
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
花
山
天
皇
期
の
政
治
が
義
懐
と
藤
原
惟
成
と
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。
花
山
天
皇
期
を
「
聖
代
」
視
す
る
の
は
法
政
史
学
第
五
十
号
『
大
鏡
』
も
同
様
で
あ
っ
て
、
「
花
山
院
の
御
時
の
ま
つ
り
ご
と
は
、
た
だ
こ
の
ひ
と
の
（
義
懐
）
と
惟
成
の
弁
と
し
と
を
こ
な
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
い
と
み
じ
か
り
し
ぞ
か
し
」
（
「
伊
尹
伝
」
）
と
見
え
る。義
懐
と
共
に
名
の
見
え
る
惟
成
は
、
魚
名
流
藤
原
氏
で
、
東
宮
坊
学
士
・
六
位
蔵
人
で
あ
っ
た
が
、
花
山
天
皇
の
即
位
と
同
時
に
五
位
蔵
人
・
左
少
弁
に
任
ぜ
ら
れ
、
後
に
正
五
位
上
蔵
人
権
左
中
弁
左
衛
（Ⅳ）
門
権
佐
民
部
権
大
輔
に
任
ぜ
》
ら
れ
る
。
『
小
右
記
』
に
は
、
実
資
の
惟
成
評
が
幾
例
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
一
月
一
三
日
豊
明
節
会
の
際
に
「
小
忌
参
議
公
季
御
出
南
方
之
後
参
入
之
、
以
惟
成
朝
臣
有
所
労
令
奏
遅
参
之
由
、
有
勅
許
、
例
従
腋
参
（烟）
上、惟成更又、内弁一五日、不知前例歎」と記され、寛和元
年
（
九
八
五
）
に
造
春
日
大
社
使
藤
原
忠
廉
が
大
和
国
司
の
た
め
に
作
料
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
造
社
を
国
司
に
付
さ
れ
た
際
に
は
「
忠
廉
造社事朱雀院御時右府被下宣旨、佃為申彼殿、今朝所参、
而
右
府
被
命
云
、
日
来
重
有
所
悩
之
内
、
又
可
有
服
身
假
、
可
被
仰
他
公
卿
之
由
可
奏
聞
者
、
参
内
奏
聞
、
仰
云
、
氏
公
卿
有
服
親
假
、
右
大
将
一
人
無
假
歎
、
即
遣
召
可
下
宣
旨
者
、
而
左
大
臣
参
入
下
件
宣
旨
於
左
中
弁
、
令
問
案
内
、
去
月
廿
日
被
下
宣
旨
惟
成
朝
臣
所
奉
（旧）
下也一五Ｆ、甚以奇佐、異姓上卿下春日御社宣旨如件」とあ
る
。
さ
ら
に
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
二
月
の
大
嘗
会
の
際
に
「
惟
’四六
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成奉仕御湯殿、雌鮒了易御服着神服、御大嘗宮、悠紀、余
候
御
釦
、
権
中
将
公
任
候
御
菖
・
御
釦
璽
等
、
内
侍
所
持
候
、
是
先
（別）
例
也
、
而
内
侍
不
候
、
又
是
惟
成
等
所
行
也
、
可
謂
失
誤
」
と
あ
る。こ
れ
ら
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
儀
式
に
お
け
る
惟
成
の
失
態
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
資
の
惟
成
と
そ
の
背
後
に
存
在
し
て
い
る
義
懐
ら
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
『
日
本
紀
略
』
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
七
月
一
三
日
条
に
は
、
「
贈
故
女
御
紙
子
従
四
位
上
。
位
記
宣
命
等
。
蔵
人
式
部
少
輔
藤
原
惟
成
作
之
」
と
あ
り
、
『
小
右
記
』
に
も
「
今
日
仁
王
会
、
検
校
大
納
言
為
光
、
行
事
弁
惟
（幻）
成、妬、便作究願文一云々」と見える。これらの記事によれ
ば
、
儀
式
の
際
に
失
態
が
見
ら
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
こ
の
当
時
の
官
僚
と
し
て
は
必
ず
し
も
有
能
で
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
が
、
位
記
宣
命
や
願
文
の
作
製
な
ど
の
文
才
は
豊
か
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
惟
成
は
歌
人
と
し
て
は
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
内
裏
歌
合
へ
の
出
席
の
様
子
が
『
小
右
記
』
に
散
見
で
き
る
。
例
え
ば
「
於
後
凉
殿
前
南
壷
、
忽
被
作
雪
山
、
其
壷
南
方
立
台
盤
井
草
塾
等
、
伶
人
・
風
客
祖
候
、
各
皆
着
靴
・
深
履
等
、
後
凉
殿
東
庇
懸
斑
慢
、
惟
成
朝
臣
献
題
云
、
賀
春
雪
・
春
雪
呈
瑞
者
、
以
春
雪
呈
瑞
為
題
、
以
新
為
駒
者
、
絲
竹
合
音
、
間
奏
朗
詠
、
寅
時
許
献
詩
、
置
文
台
、
七
言
（皿）
四
駒
、
以
惟
成
為
講
師
、
下
官
奉
仕
読
師
役
、
講
読
了
各
退
出
」
と
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
あ
り
、
惟
成
の
歌
人
と
し
て
の
才
能
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。（、）
惟
成
が
花
山
天
皇
即
位
の
日
に
一
層
に
任
せ
叙
位
を
行
っ
た
と
い
う
程
の
権
力
の
背
景
は
奈
辺
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
義
懐
の
場
合
が
、
外
叔
父
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
花
山
天
皇
と惟成との結びつきは、史料的には何ら残されておらず、
蔵
人
と
い
う
立
場
も
そ
れ
程
強
い
根
拠
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
天
皇
と
惟
成
を
結
び
つ
け
る
要
素
と
し
て
「
歌
」
の
存
在
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
（即）る。い
ず
れ
に
せ
よ
、
花
山
天
皇
治
世
下
の
二
大
実
力
者
と
し
て
義
懐
と
惟
成
が
政
権
の
主
体
と
な
っ
て
政
務
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
天
皇
と
の
関
係
お
よ
び
そ
の
地
位
か
ら
考
え
て
、
義
懐
が
政
権
の
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
廟
堂
内
に
お
け
る
義
懐
の
立
場
は
孤
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
皇
と
ミ
ウ
チ
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
政
権
基
盤
は
花
山
天
皇
同
様
に
非
常
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
義
懐
ら
の
と
っ
た
政
策
は
、
次
の
よ
う
な
法
令
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
花
山
天
皇
治
世
下
に
発
令
さ
れ
た
法
令
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
四
・
五
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
ま
た
八
の
法
令
は
、
延
暦
寺
座
主
尋
禅
の
奏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
別
一四七
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事
例
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
花
山
天
皇
治
世
下
の
諸
政
策
と
み
な
す
べ
き
は
、
｜
～
七
ま
で
の
法
令
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
法
令
に
つ
い
て
も
そ
の
詳
細
な
内
容
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
法
令
以
外
に
も
、
火
災
で
焼
（泌）
失した璽旱楽院の作事の中止などをしている。
造
営
の
停
止
や
二
・
六
な
ど
倹
約
の
す
す
め
を
目
的
と
し
た
諸
法
令
に
つ
い
て
阿
部
猛
氏
は
、
数
年
来
続
い
た
天
災
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
造
営
禁
止
以
下
の
諸
事
は
そ
の
特
殊
な
条
件
の
下
で
理
解
し
な
花
山
天
皇
期
の
政
策
一
覧
表
法
政
史
学
第
五
十
号
『日本紀路』
『本朝世紀』罪『日本紀路」 ければならな
い
し
、
そ
れ
を
花
山
天
皇
期
独
自
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
る
の
は
正
し
く
な
く
、
倹
約
を
す
す
め
る
な
ど
の
こ
と
は
、
前
代
の
円
融
天
皇
期
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
花
山
天
皇
期
に
革
新
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
（邪）る、
と
さ
れ
る
。
ま
た
坂
本
實
三
氏
も
、
阿
部
氏
と
同
様
の
立
場
に
立
た
れ
て
い
る
が
、
永
観
三
年
（
九
八
五
）
正
月
一
日
の
小
朝
拝
の
停
止
は
、
円
融
天
皇
期
で
は
公
卿
に
妥
協
し
実
施
さ
れ
た
の
に
対
し
、
花
山
天
皇
期
で
は
そ
れ
が
貫
徹
さ
れ
た
と
い
う
相
違
が
あ
っ
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
事
柄
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
実
施
の
仕
方
で
は
異
な
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
花
山
天
皇
期
の
政
治
が
後
人
に
称
揚
さ
れ
た
の
は
、
宮
廷
内
の
綱
紀
粛
正
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
『
延
喜
聖
代
』
観
と
の
関
連
で
は
、
円
融
天
皇
が
延
喜
の
例
に
な
ら
っ
て
小
朝
拝
を
停
止
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
た
だ
前
例
を
求
め
た
結
果
醍
醐
天
皇
の
前
例
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
醍
醐
天
皇
の
理
念
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
円
融
・
花
山
の
両
天
皇
が
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
醍
醐
天
皇
が
抱
い
て
い
た
（幻）
律
令
制
振
興
の
理
念
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
た
。
一
方
保
立
道
久
氏
は
、
こ
れ
ら
の
諸
政
策
を
寛
和
一四八
八 七 六 五 四 －－￣
近
江
国
大
津
以
北
衣
川
郷
以
南
の
漁
猟
の
禁
止
小
朝
拝
の
停
止
五
節
の
過
差
の
禁
止
沽
価
法
の
制
定
格
後
の
荘
園
停
止
破
銭
を
嫌
う
こ
と
の
停
止
諸
所
饗
禄
の
禁
止
受
領
兼
官
の
停
止
法
令
の
内
容
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
二
月
一
六
日
永
観
三
年
（
九
八
五
）
正
月
一
日
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
○
月
一
四
日
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
三
月
二
九
日
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
一
月
二
八
日
永
観
二
年
（
九
八
四
）
二
月
二
八
日
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
一
月
一
一
日
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
○
月
三
○
日
年
月
日
『日本紀略」
『小右記』
『小右記』
『日本紀路』
『本朝世紀』
『日本紀略』
『日本紀略』
『日本紀略』
『小右記』
出
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新
制
と
位
置
づ
け
、
そ
の
全
面
性
・
体
系
性
に
お
い
て
延
久
の
新
制
と
並
ぶ
も
の
を
も
っ
て
お
り
、
寛
和
新
制
は
平
安
政
治
史
に
お
け
る
重
要
な
画
期
で
あ
り
、
延
久
新
制
と
の
連
続
性
を
有
す
る
こ
と
を
提
（羽）
一水された。
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
の
具
体
的
検
討
は
次
節
に
お
い
て
述
べ
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
は
た
し
て
延
久
の
新
制
と
並
ぶ
「
新
制
」
と
評
価
で
き
る
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
平
安
政
治
史
上
に位置づけられるのか、という点について確認する必要が
あろう。
保
立
氏
は
、
五
味
文
彦
氏
が
平
安
時
代
の
主
要
な
荘
園
整
理
令
（閉）
が
、
い
ず
れ
も
天
皇
即
位
後
の
「
代
始
」
の
期
間
内
に
出
さ
れ
た
と
の
指
摘
を
う
け
、
こ
れ
は
新
制
一
般
に
拡
大
で
き
る
議
論
で
あ
り
、
成
人
の
天
皇
は
即
位
後
に
新
制
を
発
布
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
村
上
天
皇
即
位
の
翌
年
Ⅱ
天
暦
元
年（九四七）、花山天皇即位直後Ⅱ永観二年（九八四）、｜
条
天
皇
即
位
の
翌
年
Ⅱ
永
延
元
年
（
九
八
七
）
、
三
条
天
皇
即
位
の
翌
々
年
Ⅱ
長
和
二
年
（
’
○
’
三
）
、
後
朱
雀
天
皇
即
位
四
年
後
Ⅱ
長
久
元
年
（
’
○
四
○
）
、
後
冷
泉
天
皇
即
位
直
後
Ⅱ
寛
徳
二
年
（
一
○
四
五
）
、
後
三
条
天
皇
即
位
の
翌
年
Ⅱ
延
久
元
年
（
一
○
六
九）、白河天皇即位の二年半後Ⅱ承保二年（’○七五）、後
白
河
天
皇
即
位
の
翌
年
Ⅱ
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
、
二
条
天
皇
即
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
位
の
翌
々
年
Ⅱ
永
暦
年
間
（
二
六
○
～
六
一
）
を
掲
げ
、
冷
泉
天
皇
を
除
い
て
成
人
天
皇
は
即
位
後
に
新
制
を
発
布
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
で
は
、
次
の
事
例
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
円
融
天
皇
の
場
合
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
に
即
位
し
て
い
る
が
、
円
融
天
皇
の
時
代
新
制
が
発
令
さ
れ
た
の
は
、
天
延
三
年
（
九
七
五
）
・
天
元
五
年
（
九
八
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
｜
条
天
皇
の
場
合
に
は
、
確
か
に
永
延
元
年
に
も
新
制
が
発
布
さ
れ
て
い
る
が
、
同
二
年
（
九
八
八
）
、
正
暦
元
年
（
九
九
○
）
・
長
保
元
年
（
九
九
九
）
・
同
二
年
・
同
三
年
と
相
次
い
で
発
令
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
後
冷
泉
天
皇
の
場
合
に
は
、
寛
徳
二
年
（
一
○
四
五
）
以
降
、
天
喜
三年（’○五五）にも発令されている。
ま
ず
、
保
立
氏
が
立
脚
さ
れ
た
五
味
氏
の
指
摘
を
確
認
し
て
み
た
い
。
平
安
時
代
に
発
令
さ
れ
た
荘
園
整
理
令
は
、
確
か
に
代
替
わ
り
の
際
に
発
令
さ
れ
た
事
例
は
認
め
ら
れ
る
が
、
五
味
氏
が
主
要
と
さ
れ
た
整
理
令
以
外
に
も
、
「
寛
徳
二
年
以
後
」
と
い
う
そ
の
後
の
荘
園
整
理
令
の
整
理
基
準
と
な
る
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
天
喜
令
は
、
後
冷
泉
天
皇
の
即
位
後
一
○
年
を
経
過
し
て
か
ら
発
令
さ
れ
て
お
り
、
五
味
氏
の
指
摘
は
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
五
味
氏
の
見
解
に
立
脚
さ
れ
た
保
立
氏
の
指
摘
も
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
円
融
・
一
条
・
後
冷
泉
の
各
天
皇
の
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
一四九
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う
。
保
立
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
成
人
天
皇
が
即
位
後
に
発
布
す
る
と
い
う
新
制
と
そ
れ
以
外
の
新
制
の
発
令
契
機
と
そ
の
関
連
な
ど
を
説
明
で
き
な
い
限
り
、
代
が
替
わ
り
新
た
に
発
令
さ
れ
た
法
令
が
新
制
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
何
の
説
明
に
も
な
ら
な
い
。
新
制
発
令
の
契
機
を
天
皇
の
代
替
わ
り
に
求
め
る
こ
と
自
体
誤
り
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
の
他
の
発
令
契
機
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
新
制
発
令
の
契
機
と
し
て
は
、
天
変
地
異
に
対
処
す
る
た
め
、
辛
酉
革
命
説
に
基
づ
く
徳
政
興
行
、
内
乱
な
ど
の
社
会
的
混
乱
の
克
服
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
新
制
は
代
始
と
い
う
慣
例
に
起
因
す
る
と
は
限
ら
な
（卯）
いのである。
花
山
天
皇
の
諸
政
策
は
、
寛
和
新
制
と
位
置
づ
け
た
場
合
、
新
制
発
令
契
機
の
一
つ
で
あ
る
天
変
地
異
、
す
な
わ
ち
前
代
以
来
の
天
候
不
順
、
そ
れ
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
と
い
う
自
然
現
象
面
が
背
景
に
あ
り
、
円
融
天
皇
期
に
比
べ
て
さ
ら
に
深
刻
な
危
機
的
状
況
に
陥
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
令
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
が
あ
っ
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
新
制
と
位
置
づ
け
な
い
場
合
の
側
面
と
し
て
、
廟
堂
内
に
お
い
て
孤
立
し
て
い
た
義
懐
の
立
場
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
義
懐
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
単
に
醍
醐
天
皇
の
政
治
理
念
の
継
承
と
い
っ
た
観
念
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
自
己
の
権
威
、
そ
れ
は
「
つ
な
ぎ
」
と
し
て
の
立
法
政
史
学
第
五
十
号
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
は
基
本
的
に
は
、
前
代
の
円
融
天
皇
期
の
法
令
を
継
受
し
、
そ
の
政
治
理
念
は
醍
醐
天
皇
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
円
融
天
皇
期
と
は
異
な
り
、
実
際
に
そ
の
法
令
が
発
令
さ
れ
た
兆
候
が
見
ら
れ
、
こ
の
点
を
評
価
す
べ
き
こ
と
は
、
坂
本
實
三
氏
（別）
が指摘される通りである。さ壱ｂに付言するならば、円融天
皇
期
ま
で
の
諸
法
令
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
花
山
天
皇
期
独
自
の
法
令
で
あ
る
永
観
二
年
（
九
八
四
）
の
荘
園
整
理
令
の
意
義
を
検
討
す
る必要があろう。
永
観
荘
園
整
理
令
は
、
前
代
の
円
融
天
皇
期
に
は
無
論
の
こ
と
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
発
令
さ
れ
た
形
跡
の
見
ら
れ
な
い
新
た
な
法
令
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
起
源
は
、
延
喜
二
年
に
発
布
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
延
喜
荘
園
整
理
令
」
と
称
さ
れ
る
法
令
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
法
令
が
発
令
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
氷
観
令
自
体
に
対
す
る
評
場
で
し
か
な
い
花
山
天
皇
の
権
威
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
権
威
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
法
令
の
発
布
と
い
う
政
治
上
の
画
期
を
創
出
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
自
己
の
存
立
基
盤
の
維
持
に
つ
な
が
る
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
三
諸
政
策
の
効
果
と
理
念
’五○
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価
は
、
他
の
諸
法
令
同
様
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
北
山
茂
夫
氏
は
、
義
懐
の
支
持
層
で
あ
る
中
堅
級
吏
僚
と
階
層
（皿）
を
一
に
す
る
受
領
層
の
支
持
の
強
化
を
指
摘
さ
れ
、
阿
部
猛
氏
は
、
氷
観
令
と
関
連
し
て
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
’
二
月
五
日
に
「
応
勤
行
雑
事
弐
箇
条
事
」
と
題
す
る
太
政
官
符
の
う
ち
の
諸
国
の
大
帳
の
記
載
す
る
不
課
お
よ
び
半
輸
の
も
の
を
よ
く
調
査
し
て
、
課
丁
を
増
益
す
る
こ
と
を
命
じ
た
一
条
が
知
ら
れ
、
こ
れ
が
荘
園
整
理
と
目
的
（羽）
を
同
じ
く
す
る
官
符
で
あ
る
と
の
指
摘
を
さ
れ
た
。
永
観
令
の
内
容
を
伝
え
る
史
料
は
、
『
日
本
紀
略
』
永
観
二
年
一
一
月
二
八
日
条
に
「
定
嫌
破
銭
井
停
止
格
後
庄
園
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
知
る
術
が
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
法
令
の
基
調
は
、
花
山
天
皇
期
の
他
の
法
令
Ⅱ
五
節
の
過
差
を
禁
じ
る
こ
と
・
諸
所
饗
禄
の
禁
止
・
破
銭
を
嫌
う
こ
と
の
禁
止
・
沽
価
法
の
制
定
な
ど
と
同
様
に
、
醍
醐
・
村
上
天
皇
期
お
よ
び
前
代
の
円
融
天
皇
期
以
前
に
発
令
さ
れ
た
法
令
に
範
を
求
め
た
法
令
で
あ
る
こ
と
は
、
確実であろう。このことは、荘園の整理基準が格後、すな
わ
ち
延
喜
二
年
（
九
○
二
）
に
発
令
さ
れ
た
土
地
所
有
規
制
に
関
す
る
一
連
の
大
政
官
符
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
荘
園
の
初
見
史
料
は
、
周
知
の
よ
う
に
『
類
聚
国
史』巻八一一一の弘仁一一一一年（八一一一一）’二月一一八日甲寅条に
見
え
る
良
岑
安
世
の
上
表
文
で
あ
る
。
こ
の
時
点
か
ら
、
花
山
天
皇
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
期
に
至
る
ま
で
一
世
紀
以
上
を
経
て
い
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ
荘
園
が
権
門
の
経
済
基
盤
と
な
る
本
格
的
な
荘
園
制
の
時
代
を
迎
え
る
の
は
、
さ
ら
に
後
の
時
代
で
あ
る
。
では、永観令の対象となった「荘園」とはどのような性
格
の
荘
園
だ
っ
た
の
か
。
花
山
天
皇
退
位
の
八
カ
月
後
の
史
料
で
あ
る
が
、
新
嶋
・
勝
浦
・
枚
方
荘
以
下
阿
波
国
の
荘
園
に
対
し
て
下
さ
（弧）
れ
た
寛
和
一
二
年
（
九
八
七
）
二
月
一
日
付
「
東
大
寺
符
案
」
の
中
に、「若有収公、引代々官省符、牒送国衙、将可令免除、
曾
勿
違
失
、
故
符
」
と
あ
り
、
国
司
の
収
公
を
除
れ
る
根
拠
が
官
省
符
荘
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
永
観
令
の
整
理
対
象
と
な
っ
た
「
荘
園
」
は
、
官
省
符
荘
で
は
な
く
、
国
免
荘
（鯛）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
効
果
で
あ
る
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
殿
下
渡
領
備
前
国
鹿
田
荘
に
お
い
て
守
藤
原
理
兼
が
荘
家
焼
亡
を
行
っ
た
、
い
わ
ゆ
（犯）
る鹿田荘事件が知られている。この事件が永観〈祠によるも
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
直
接
そ
れ
を
物
語
る
史
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
断
定
で
き
な
い
が
永
観
令
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
永
観
令
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
い
る
事
例
は
、
こ
の
鹿
田
荘
の
み
で
あ
る
が
、
東
大
寺
領
伊
賀
国
黒
田
荘
関
係
の
史
料
で
あ
る
天
永
元
年
（
一
一
一
一
）
’
二
月
一
○
日
付
「
東
大
寺
三
綱
注
進
状
一
五
一
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（師）案」の中に「一一一綱申一五、資長任以前有出作田之由有証文、
即長暦二年十一一月一日国符也、随所副進也、又寛和二年十
二
月
十
九
日
名
張
郡
検
田
所
勘
注
文
仁
、
有
出
作
之
由
、
委
所
見
也
」
と
あ
る
。
こ
の
「
寛
和
二
年
十
二
月
十
九
日
名
張
郡
検
田
所
勘
注
文
」
は
、
以
後
も
相
論
の
際
な
ど
に
た
び
た
び
そ
の
根
拠
を
示
す
（羽）
文
書
と
し
て
散
見
す
る
。
こ
の
寛
和
二
年
の
検
田
注
文
も
ま
た
、
鹿
田
荘
事
件
の
よ
う
に
直
接
永
観
令
の
効
果
を
示
す
史
料
で
は
な
い
が
、
永
観
令
が
影
響
を
与
え
た
結
果
に
よ
る
検
田
と
も
考
え
ら
れ
は
しまいか。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
残
さ
れ
た
史
料
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
永
観
令
の
法
令
自
体
の
特
質
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
十
分
な
解
明
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
以
下
の
諸
点
を
永
観
令
の
特
質
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
永
観
令
が
対
象
と
し
た
「
荘
園
」
と
は
国
免
荘
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
在
地
に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
永
観
令
」
の
整
理
基
準
が
延
喜
二
年
の
土
地
所
有
を
規
制
し
た
大
政
官
符
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
特
に
第
三
の
点
こ
そ
、
花
山
天
皇
期
の
政
策
基
調
を
「
延
喜
聖
代
」
に
求
め
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
諸
法
令
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
整
理
基
準
が
延
喜
二
年
と
い
う
時
点
を
明
確
に
し
て
い
る
点
で
、
永
観
令
が
花
山
天
皇
期
の
政
策
基
調
を
最
も
端
的
に
表
現
し
て
い
る
法
法
政
史
学
第
五
十
号
令と位置づけられるのである。
ま
た
、
永
観
令
と
同
様
に
、
花
山
天
皇
期
の
政
策
基
調
を
示
す
法
（羽）
くわに沽価法がある。沽価法とは、物価の安定を目的に発く祠
された法令であり、寛和二年（九八六）三月一一九日に定め
ら
れ
た
。
沽
価
法
の
起
源
は
、
天
暦
・
応
和
Ⅱ
村
上
天
皇
の
時
代
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
応
和
の
沽
価
法
に
関
し
て
は
、
直
接
的
史
料
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
暦
の
沽
価
法
も
『
日
本
紀
略
』
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
二
月
一
一
日
条
に
「
諸
卿
被
定
雑
物
価
直
減
定
事
］
と
あ
り
、
『
貞
信
公
記
』
同
日
条
に
は
「
中
使
公
輔
来
、
賜
諸
卿
定
申
雑
物
価
直
文
」
、
同
一
六
日
条
に
「
中
使
頭
朝
臣
来
云
、
諸
卿
定
倹
約
法
如
此
也
、
沽
価
状
下
符
畿
内
丹
波
等
何
云
々
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
寛
和
の
沽
価
法
に
つ
い
て
も
、
当
該
期
の
史
料
は
『日本紀路』寛和二年（九八六）三月一一九日条の「左大臣
以
下
諸
卿
仗
座
、
被
定
沽
価
法
」
と
『
本
朝
世
紀
』
同
日
条
に
「
此
日
、
被
定
京
中
物
直
沽
価
法
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
寛
和
の
沽
価
法
は
、
京
中
を
対
象
と
し
て
発
令
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
当
該
期
の
史
料
か
ら
は
、
そ
の
実
態
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
後
世
の
史
料
か
ら
、
そ
の
性
格
を
知
る
手
が
か
り
が
得
られる。
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
沽
価
法
を
制
定
し
た
「
高
倉
天
皇
総
（㈹）』日
」
に
、
「
就
中
、
銭
之
直
法
、
還
背
皇
憲
、
錐
宜
停
止
、
漢
家
。
五
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域
、
以
之
為
祥
、
私
鋳
銭
之
外
、
交
易
之
条
、
其
法
可
用
寛
和
沽
価
之
准
直
歎
、
可
被
寛
宥
歎
、
又
可
依
諸
国
当
時
之
済
例
歎
、
抑
将
新
可
被
定
下
歎
、
此
等
之
趣
殊
可
令
計
申
給
候
者
」
と
あ
る
。
ま
た
具
体
的
に
は
、
「
寛
和
二
年
沽
価
官
符
云
、
銅
一
斤
百
五
十
文
」
（『政事要略』巻八二）・「寛和沽価官符云、調布一端直百
文、酬坐に竪川冊五艦沢劃外」（『西宮記」巻一一一）と見
え
、
貨
幣
流
通
の
振
興
と
銭
貨
に
よ
る
物
価
安
定
を
図
ろ
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
寛
和
の
沽
価
法
が
ど
の
程
度
の
効
果
を
あ
げ
た
の
か
を
物
語
る
史
料
は
な
く
、
そ
の
意
義
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
寛
和
の
沽
価
法
が
天
暦
・
応
和
Ⅱ
村
上
天
皇
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
永
観
荘
園
整
理
令
が
、
そ
の
整
理
基
準
を
延
喜
Ⅱ
醍
醐
天
皇
に
求
め
た
の
と
同
様
に
、
沽
価
法
も
村
上
天
皇
の
天
暦
・
応
和
の
沽
価
法
に
そ
の
範
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
花
山
天
皇
Ⅱ
義
懐
・
惟
成
ら
が
単
に
律
令
制
へ
の
回
帰
を
意
図
し
た
醍
醐
・
村
上
天
皇
期
の
政
治
理
念
の
継
承
を
意
図
し
て
国
政
運
営
を
図
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
義
懐
ら
は
、
こ
の
当
時
広
ま
り
つ
つ
（帆）
あ
っ
た
醍
醐
・
村
上
天
皇
の
時
代
を
聖
代
視
す
る
風
潮
を
巧
み
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
聖
代
視
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と考えられる。
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
以
上
の
よ
う
に
、
花
山
天
皇
期
に
は
様
々
な
法
令
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
政
策
基
調
は
、
当
該
期
に
高
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
醍
醐
・
村
上
天
皇
期
の
政
治
理
念
を
範
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
花
山
天
皇
退
位
後
の
廟
堂
内
に
お
い
て
、
地
位
を
失
っ
た
の
が
義
懐
の
み
で
あ
っ
た
点
や
こ
の
当
時
関
白
の
地
位
に
あ
っ
た
頼
忠
が
、
政
策
立
案
等
に
関
与した形跡が見られないことなどからするならば、花山天
皇
期
の
政
策
主
体
が
義
懐
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
る
と
、
何
ら
後
盾
の
な
い
脆
弱
な
存
立
基
盤
の
上
に
立
っ
て
い
た
花
山
天
皇
の
立
場
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
根
源
を
「
聖
代
」
視
さ
れ
て
い
た
醍
醐
・
村
上
天
皇
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
脆
弱
な
基
盤
し
か
有
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
義
懐
が
政
策
主
体
と
な
り
得
る
に
は
、
花
山
天
皇
自
身
の
王
権
が
そ
の
基
底
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
花
山
天
皇
の
政
策
上
に
お
け
る
王
権
の
具
体
的
様
相
は
容
易
に
は
知
り
得
な
い
が
、
例
え
ば
、
白
馬
節
会
の
際
に
「
茉
燭
之
後
妓
女
進
舞
、
一
舞
了
天
皇
還
御
本
殿
、
仰
云
、
朔
日
節
会
公
卿
多
以
退
出
、
慥
可
候
之
由
被
仰
内
弁
、
壁
代
三
間
落
、
例
不
慥
其
事
之
由
、
有
被
勘
仰
蔵
人
信
理
、
雌
（岨）
有所避申、被仰可恐申之由」とあって、天皇の意志がかな
り
直
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
と
恩
わ
れ
む
す
び
に
か
え
て
五
＝
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ろ。九
世
紀
後
半
よ
り
は
じ
ま
る
「
摂
関
常
置
」
化
は
、
花
山
天
皇
の
段
階
に
至
る
ま
で
好
余
曲
折
を
経
て
は
い
る
が
、
ミ
ウ
チ
関
係
を
核
と
し
た
摂
政
・
関
白
の
地
位
が
、
よ
う
や
く
政
治
基
盤
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
期
間
で
あ
っ
た
が
、
摂
関
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
に
、
天
皇
と
の
ミ
ウ
チ
関
係
に
よ
っ
て
の
み
、
政
権
を
担
っ
た
人
物
が
存
在
し
た
花
山
天
皇
期
は
、
天
皇
と
の
ミ
ウ
チ
関
係
が
摂
関
の
地
位
を
凌
ぐ
と
い
う
政
権
構
造
で
あ
っ
た
。
寛和一一年（九八六）六月一一三日、花山天皇が出家をし、
同
日
懐
仁
親
王
が
践
詐
し
て
一
条
天
皇
と
な
り
、
皇
太
子
に
は
兼
家
の
女
超
子
所
生
の
居
貞
親
王
が
立
て
ら
れ
た
。
な
お
従
来
は
、
花
山
天
皇
出
家
の
原
因
を
天
皇
が
寵
愛
の
深
か
っ
た
祇
子
の
一
周
忌
に
乗
じ
た
兼
家
ら
の
計
画
が
成
功
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
岻
子
の
死
去
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
な
ら
ば
、
一
周
忌
を
待
た
ず
に
直
ち
に
実
行
に
移
す
方
が
、
よ
り
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
兼
家
が
花
山
天
皇
の
出
家
を
計
画
・
実
行
し
た
原
因
を
他
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
’
二
月
の
義
懐
の
中
納
言
任
官
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
懐
の
異
例
な
昇
進
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
納
言
に
任
官
さ
れ
る
こ
と
が
、
太
政
官
制
に
お
け
る
転
換
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
号
そ
れ
は
、
当
時
の
政
務
運
営
形
態
を
顧
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
重
要
事
項
の
審
議
は
陣
定
に
お
い
て
、
（㈹）
日
常
的
政
務
は
外
記
政
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た
。
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
天
皇
に
奏
上
し
、
そ
の
裁
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
上
卿
以
下
の
出
席
公
卿
に
よ
っ
て
決
裁
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
上
卿
は
、
中
納
言
以
上
の
公
卿
に
そ
の
資
格
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
中
納
言
以
上
の
公
卿
は
自
主
（“）
的
に
政
務
を
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
中
納
三
以
上
が
関
白
に
任
命
さ
れ
る
資
格
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
こ
と
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
義
懐
が
中
納
言
に
任
官
し
、
関
白
に
な
り
得
る
資
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
兼
家
に
と
っ
て
脅
威
に
写
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
兼
家
は
、
花
山
天
皇
の
退
位
を
急
い
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
計
画
か
ら
実
行
ま
で
約
半
年
間
と
い
う
期
間
と
花
山
天
皇
の
不
意
の
出
家
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
花
山
天
皇
出
家
の
翌
日
、
頼
忠
は
関
白
を
辞
し
、
一
条
天
皇
の
外
祖
父
兼
家
が
摂
政
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
七
月
二
○
日
、
兼
家
は
摂
政
の
ま
ま
右
大
臣
を
辞
す
る
。
翌
日
に
は
従
一
位
に
叙
さ
れ
、
一
三
日
に
は
三
公
の
上
に
列
す
と
い
う
詔
が
出
さ
れ
た
。
こ
こ
に
大
政
官
制
を
超
越
し
た
摂
政
が
誕
生
し
た
。
い
わ
ゆ
る
摂
関
政
治
の
成
立
一五四
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は
、
こ
の
時
点
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
該
期
の
政
治
基
盤
の
二
面
性
、
す
な
わ
ち
天
皇
と
の
「
ミ
ウ
チ
」
関
係
お
よ
び
「
摂
政
・
関
白
」
の
地
位
と
い
う
貴
族
層
の
中
で
突
出
し
た
立
場
に
立
つ
と
い
う
両
側
面
に
よ
っ
て
政
務
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
問
題
と
な
る
の
は
ミ
ウ
チ
関
係
と
摂
関
の
権
能
の
比
重
の
問
題
で
あ
っ
て
、
摂
政
・
関
白
自
体
は
、
九
世
紀
後
半
の
良
房
・
基
経
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
が
、
花
山
天
皇
期
の
事
例
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
頼
忠
が
関
白
と
し
て
存
在
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
花
山
天
皇
期
の
政
権
を
担
っ
て
い
た
の
は
ミ
ウ
チ
関
係
に
あ
っ
た
義
懐
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
関
白
と
い
う
官
職
以
上
に
よ
り
ミ
ウ
チ
と
し
て
の
立
場
が
政
策
施
行
の
主
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
政
策
基
調
を
「
延
喜
聖
代
」
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
に
摂
政
・
関
白
と
い
う
官
職
を
有
さ
な
い
ま
ま
に
政
権
を
担
当
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
義
懐
ら
の
限
界
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
同
時
に
ミ
ウ
チ
関
係
に
あ
っ
て
、
急
激
に
官
位
が
上
昇
し
た
が
、
そ
の
結
果
直
ち
に
摂
政
・
関
白
に
は
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
官
職
体
系
に
束
縛
さ
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
官
職
体
系
を
打
破
し
、
ミ
ウ
チ
関
係
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
摂
政
・
関
白
」
と
い
う
官
職
が
突
出
す
る
地
位
に
な
る
と
い
う
政
治
意
識
の
高
揚
が
、
花
山
天
皇
退
位
後
の
兼
家
政
権
の
長
期
的
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
安
定
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
註（
１
）
王
朝
国
家
論
を
め
ぐ
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
中
野
栄
夫
氏
『
律
令
制
社
会
解
体
過
程
の
研
究
』
第
二
部
第
一
章
・
『
中
世
荘
園
史
研
究
の
歩
み
』
三
○
～
四
六
頁
．
『
日
本
中
世
史
入
門
』
序
説
、
詫
間
直
樹
氏
「
王
朝
国
家
体
制
論
」
（
『
日
本
古
代
史
研
究
事
典
』
）
な
ど
参
照。
（
２
）
例
え
ば
近
年
の
業
績
と
し
て
、
佐
々
木
宗
雄
氏
「
十
～
十
一
世
紀
の
受
領
と
中
央
国
家
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
六
編
九
号
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
日
本
王
朝
国
家
論
』
所
収
）
、
大
津
透
氏
「
摂
関
期
の
国
家
論
に
向
け
て
Ｉ
受
領
功
過
定
覚
書
ｌ
」
（
『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
三
九
号
、
の
ち
に
「
受
領
功
過
定
覚
書
ｌ
摂
関
期
の
国
家
論
に
向
け
て
Ｉ
」
と
改
題
の
上
、
同
氏
箸
『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
」
所
収
）
が
あ
る
。
（
３
）
坂
上
康
俊
氏
「
関
白
の
成
立
過
程
」
（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
下
）
、
今
正
秀
氏
「
摂
政
制
成
立
考
」
（『史学雑誌』第一○六編一号）。
（
４
）
公
卿
議
定
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
数
多
く
あ
る
が
、
当
該
期
に
関
す
る
近
年
の
成
果
と
し
て
、
佐
々
木
宗
雄
氏
「
十
～
十
一
世
紀
の
政
務
執
行
と
王
権
」
Ｓ
史
学
雑
誌
』
第
九
九
編
六
号
、
の
ち
に
同
氏
著
『
日
本
王
朝
国
家
論
』
所
収
）
、
丼
原
今
朝
男
氏
「
摂
関
・
院
政
と
天
皇
」
Ｓ
講
座
前
近
代
の
天
皇
」
第
一
巻
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
日
本
中
世
の
国
家
と
家
政
』
所
収
）
、
美
川
圭
氏
「
平
安
時
代
の
政
務
と
一五五
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そ
の
変
遷
」
合
古
代
文
化
』
四
六
ｌ
｜
号
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
院
政
の
研
究
』
所
収
）
、
倉
本
一
宏
氏
二
条
朝
に
お
け
る
陣
定
に
つ
い
て
ｌ
摂
関
政
治
像
再
構
築
の
た
め
の
一
試
論
」
（
『
古
代
文
化
』
三
九
’
六
号
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
日
本
古
代
国
家
成
立
期
の
政
権
構
造
』
所
収
）
、
安
原
功
氏
「
平
安
中
後
期
の
国
家
意
志
決
定
過
程
」
（
『
歴
史
評
論
』
五
五
九
号
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
研
究
史
等
に
つ
い
て
は
、
曽
我
良
成
氏
「
王
朝
国
家
期
の
政
治
機
構
」
（
『
古
代
史
研
究
の
最
前
線
』
第
二
巻
政
治
・
経
済
下
）
・
「
王
朝
国
家
期
政
務
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
『
歴
史
評
論
』
五
二
五
号
）
、
美
川
圭
氏
「
陣
定
ｌ
公
卿
議
定
制
の
展
開
」
（
『
日
本
古
代
史
研
究
事
典
己
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
５
）
橋
本
義
彦
氏
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
」
（
新
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
四
巻
古
代
四
、
の
ち
に
同
氏
著
『
平
安
貴
族
』
所
収
）
を
嚇
矢
と
す
る
が
、
近
年
の
成
果
に
井
原
今
朝
男
氏
著
『
日
本
中
世
の
国
家
と
家
政
』
第
１
部
「
中
世
国
家
と
権
門
」
所
収
の
一
連
の
論
文
、
佐
々
木
宗
雄
氏
「
王
朝
国
家
の
政
治
構
造
の
成
立
過
程
」
ｑ
日
本
歴
史
』
五
一
一
一
三
号
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
日
本
王
朝
国
家
論
」
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
（
６
）
総
括
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
玉
井
力
氏
二
○
’
一
一
世
紀
の
日
本
１
１
摂
関
政
治
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
六
巻
古
代
五
）
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
立
脚
し
た
叙
述
を
行
っ
て
い
る
。
（
７
）
摂
関
政
治
の
成
立
段
階
を
忠
平
期
と
す
る
見
解
は
、
橋
本
義
彦
氏
前
掲
註
（
５
）
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
」
ま
た
、
実
頼
の
段
階
と
す
る
の
は
、
坂
本
賞
三
氏
著
『
摂
関
時
代
」
二
一
九
頁
。
「
関
白
の
法
政
史
学
第
五
十
号
創始」（『神戸学院大学人文学部紀要』三）。なお、『摂関時
代
』
’
’
一
九
’
二
二
七
頁
に
か
け
て
は
、
摂
関
政
治
の
概
念
が
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（８）『大鏡』「頼忠伝」。
（
９
）
今
井
源
衛
氏
著
『
花
山
院
の
生
涯
』
四
三
～
四
八
頁
。
な
お
、
本
書
は
花
山
天
皇
に
つ
い
て
多
角
的
に
論
じ
て
い
る
。
（
、
）
竹
内
理
三
氏
「
貴
族
政
治
と
そ
の
背
景
」
（
『
新
日
本
史
大
系
』
古
代
編
、
後
に
同
氏
著
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
第
Ⅱ
部
貴
族
政
権
の構造』所収）。
（
Ⅱ
）
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
に
つ
い
て
初
め
て
論
究
さ
れ
た
の
は
、
川
上
多
助
氏
で
あ
っ
た
。
川
上
氏
は
、
「
平
安
朝
の
荘
園
整
理
策
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
三
四
編
三
号
、
の
ち
同
氏
箸
『
日
本
古
代
社
会
史
の
研
究
』
所
収
）
に
お
い
て
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
の
荘
園
整
理
令
に
つ
い
て
、
荘
園
の
整
理
を
意
図
し
て
も
、
延
喜
荘
園
整
理
令
発
令
後
よ
り
も
遇
か
に
困
難
で
あ
っ
て
、
更
に
数
倍
の
努
力
を
要
し
た
。
そ
し
て
、
天
皇
の
在
位
は
僅
か
二
年
で
あ
り
、
側
近
の
藤
原
義
懐
ら
も
そ
の
政
策
を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
政
界
に
失
墜
す
る
に
至
っ
た
、
と
さ
れ
永
観
令
に
対
す
る
評
価
は
低
い
。
し
か
し
同
氏
が
後
に
著
さ
れ
た
『
平
安
朝
上
』
に
お
け
る
花
山
天
皇
期
自
体
に
対
す
る
評
価
は
す
こ
ぶ
る
高
く
、
天
皇
の
治
世
が
満
二
年
に
達
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頗
る
活
気
に
富
ん
で
い
た
。
天
皇
の
践
詐
後
わ
ず
か
三
カ
月
で
破
銭
を
嫌
う
こ
と
を
禁
じ
、
格
後
の
荘
園
を
停
止
し
た
こ
と
は
、
義
懐
ら
が
時
弊
に
対
す
る
政
見
の
一
端
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
た
。
一
五
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摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
川
上
氏
以
後
も
花
山
天
皇
の
治
世
を
評
価
す
る
傾
向
は
続
き
、
土
田
直
鎮
・
藤
木
邦
彦
氏
ら
に
継
承
さ
れ
た
。
土
田
氏
は
「
銭
貨
の
流
通
を
す
す
め
、
新
設
の
荘
園
を
停
止
す
る
な
ど
、
珍
し
く
活
撒
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
効
果
は
も
ち
ろ
ん
期
待
で
き
な
か
っ
た
が
、
な
に
か
新
し
い
引
き
し
ま
っ
た
気
分
が
流
れ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
」
（
日
本
の
歴
史
五
『
王
朝
の
貴
族
』
六
二
頁
）
と
さ
れ
、
藤
木
氏
も
「
そ
の
前
後
に
は
見
ら
れ
な
い
程
の
活
発
さ
が
あ
ふ
れ
、
物
価
安
定
の
た
め
に
、
破
銭
を
良
価
（
貨
）
と
し
て
通
用
さ
せ
、
ま
た
京
中
の
沽
価
法
を
定
め
た
が
、
そ
の
効
は
あ
ま
り
あ
が
ら
ず
、
貨
幣
流
通
の
衰
退
を
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
努
力
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
荘
園
の
発
展
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
永
観
二
年
十
一
月
一
一
十
八
日
に
は
、
格
後
の
荘
園
（
延
喜
荘
園
整
理
の
格
）
を
整
理
し
、
十
二
月
八
日
に
は
勅
旨
田
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
成
果
は
疑
わ
し
い
が
、
と
も
あ
れ
そ
の
執
政
期
が
短
く
し
て
終
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
惜
し
ま
れ
る
」
（
「
摂
関
政
治
」
体
系
日
本
史
叢
書
一
『
政
治
史
』
Ｉ
、
の
ち
に
同
氏
著
『
平
安
王
朝
の
政
治
と
制
度
巳
と
さ
れ
て
い
る
。
土
田
・
藤
木
両
氏
の
所
論
は
、
そ
の
政
策
自
体
は
か
な
り
の
評
価
を
さ
れ
て
い
る
が
、
成
果
に
つ
い
て
は
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る
。
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
に
つ
い
て
始
め
て
本
格
的
な
検
討
を
さ
れ
た
阿
部
猛
氏
は
、
独
自
性
は
見
ら
れ
ず
、
実
質
的
に
政
治
を
担
っ
た
義
懐
の
政
治
力
も
疑
問
で
あ
り
、
花
山
天
皇
期
と
は
、
藤
原
氏
内
部
に
お
け
る
主
導
権
争
い
か
ら
派
生
し
た
泡
沫
的
存
在
で
あ
っ
た
（
「
平
安
政
治
史
上
に
お
け
る
花
山
朝
の
評
価
」
『
北
海
道
学
芸
大
学
紀
要
』
第
一
部
Ｂ
二
巻
一
号
、
の
ち
に
「
花
山
朝
の
評
価
」
と
改
題
の
上
、
同
氏
箸
『
平
安
前
期
政
治
史
の
研
究
』
所
収
）
、
と
の
評
価
を
さ
れ
、
坂
本
賞
三
氏
は
、
国
政
に
対
す
る
意
欲
は
み
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
く
に
革
新
的
と
い
う
ほ
ど
の
政
策
で
は
な
く
、
永観令を国政として強調すれば、寛和三年（九八七）に、
同
様
の
王
臣
家
荘
園
の
停
止
を
命
じ
た
官
符
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
に
く
く
な
り
、
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
は
、
綱
紀
粛
正
と
い
っ
た
気
風
の
振
興
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
体
の
も
の
だ
っ
た
（
「
花
山
朝
の
政
治
史
的
評
価
に
つ
い
て
ｌ
『
小
右
記
」
永
観
三
年
正
月
一
日
条
を
め
ぐ
っ
て
」
「
古
代
文
化
』
三
○
巻
九
号
）
、
と
結
論づけられた。
こ
の
よ
う
な
否
定
的
見
解
に
対
し
、
特
に
永
観
令
を
め
ぐ
っ
て
は
、
北
山
茂
夫
氏
が
、
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
の
中
で
最
も
注
目
す
べき政策とされ（『王朝政治史論』二二○～一一一一一頁）、
森
田
悌
氏
は
、
こ
の
頃
か
ら
昂
ま
る
荘
園
整
理
の
気
運
を
政
策
化
し
て
い
る
点
で
、
そ
の
革
新
性
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
（
「
摂
関
期
に
お
け
る
荘
園
整
理
」
『
史
林
』
六
○
’
五
号
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
平
安
時
代
政
治
史
研
究
』
所
収
）
、
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
花
山
天
皇
期
の
諸
政
策
を
「
寛
和
新
制
」
と
位
置
づ
け
、
全
面
性
・
体
系
性
に
お
い
て
延
久
の
新
制
と
並
ぶ
も
の
を
も
っ
て
お
り
、
平
安
政
治
史
に
お
け
る
重
要
な
画
期
と
す
る
保
立
道
久
氏
の
見
解
（
「
中
世
初
期
の
国
家と庄園」『日本史研究』三六一一号）もある。
（
皿
）
阿
部
猛
氏
前
掲
註
（
、
）
論
文
。
（
旧
）
『
小
右
記
』
永
観
二
年
一
○
月
一
○
日
条
。一五七
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（
ｕ
）
『
小
右
記
』
永
観
一
一
年
二
月
一
九
日
条
。
（旧）「大鏡』「伊尹伝」。
（
旧
）
『
小
右
記
』
永
観
二
年
一
○
月
一
五
日
条
。
（
Ⅳ
）
惟
成
に
つ
い
て
は
、
臼
田
甚
五
郎
氏
「
惟
成
素
描
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
六
号
、
の
ち
に
「
藤
原
惟
成
」
と
改
題
の
上
、
同
氏
著
『平安歌人研究』所収）。
（
旧
）
『
小
右
記
』
永
観
二
年
一
一
月
一
一
二
日
条
。
（
旧
）
『
小
右
記
』
寛
和
元
年
七
月
二
一
日
条
。
（
別
）
『
小
右
記
』
寛
和
元
年
一
一
月
一
二
日
条
。
（
Ⅲ
）
『
小
右
記
』
天
元
五
年
五
月
一
八
日
条
。
（
皿
）
『
小
右
記
』
寛
和
元
年
正
月
一
○
日
条
。
（
別
）
『
江
談
抄
』
第
一
「
惟
成
弁
任
意
行
叙
位
事
」
。
し
か
し
『
江
談
抄
』
の
記
事
は
疑
問
が
多
く
、
こ
の
記
述
が
事
実
と
は
考
え
に
く
い
、
た
だ
し
惟
成
の
権
勢
を
物
語
る
こ
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
自
体
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
別
）
花
山
天
皇
の
東
宮
時
代
に
「
歌
」
を
通
じ
て
惟
成
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
今
井
源
衛
氏
前
掲
註
（
９
）
著
書
『
花
山
院
の
生
涯
』
四
○
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
妬
）
豊
楽
院
の
作
事
停
止
は
、
『
小
右
記
』
寛
和
元
年
二
月
一
五
日
条
。
な
お
、
阿
部
猛
氏
前
掲
註
（
、
）
論
文
参
照
。
（
閉
）
阿
部
猛
氏
前
掲
註
（
Ⅱ
）
論
文
。
（
〃
）
坂
本
賞
三
氏
前
掲
註
（
Ⅱ
）
論
文
。
（
羽
）
保
立
道
久
氏
前
掲
註
（
、
）
論
文
。
（
別
）
五
味
文
彦
氏
「
前
期
院
政
と
荘
園
整
理
の
時
代
」
（
同
氏
箸
『
院
法
政
史
学
第
五
十
号
政期社会の研究』所収）。
（
釦
）
佐
々
木
文
昭
氏
「
公
家
新
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
保
元
元
年
新
制
か
ら
建
久
二
年
新
制
に
つ
い
て
ｌ
」
（
「
北
大
史
学
」
第
一
九
号
）
・
「
鎌
倉
期
公
家
新
制
序
説
」
（
佐
伯
有
情
編
『
日
本
古
代
史
論
考
』
）
、
稲
葉
伸
道
氏
「
新
制
の
研
究
ｌ
徳
政
と
の
関
連
を
中
心
に
Ｉ
」
（
『
史
学
雑
誌
」
第
九
六
編
一
号
）
、
な
お
鈴
木
敏
弘
「公家法」（『日本古代史研究事典』）参照。また保立氏は、
花
山
天
皇
の
新
制
Ⅱ
寛
和
新
制
を
王
の
血
統
問
題
を
直
接
に
刻
印
す
る
と
い
う
性
格
を
有
す
る
中
世
王
権
の
法
を
最
初
に
は
っ
き
り
打
ち
出
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
王
統
の
『
血
と
肉
体
』
の
動
物
学
的
正
統
性
」
を
新
制
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
根
底
に
は
、
円
融
系
・
冷
泉
系
を
起
点
と
す
る
王
統
の
分
裂
が
重
要
な
通
奏
低
音
を
な
し
て
い
た
、
と
さ
れ
る
が
（
保
立
道
久
氏
前
掲
註
（
ｕ
）
論
文
）
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
安
政
治
史
上
に
お
け
る
花
山
天
皇
自
体
の
存
立
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
の
は
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
保
立
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
花
山
天
皇
が
、
「
王
統
の
『
血
と
肉
体
』
の
動
物
学
的
正
統
性
」
を
新
制
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
宣
言
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
王
統
的
に
は
、
花
山
天
皇
は
、
懐
仁
親
王
即
位
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
花
山
天
皇
な
く
し
て
は
、
懐
仁
親
王
が
即
位
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
花
山
天
皇
の
存
在
は
、
正
統
性
を
示
す
以
外
の
何
者
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
（
則
）
坂
本
寅
三
氏
前
掲
註
（
Ⅱ
）
論
文
。
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（皿）北山茂夫氏前掲註（Ⅱ）著書一一一一一～一一一一二頁。
（
胡
）
阿
部
猛
氏
前
掲
註
（
、
）
論
文
。
（弧）『平安遺文』二’一一一二五号。
（
開
）
永
観
荘
園
整
理
令
の
対
象
と
な
っ
た
荘
園
に
つ
い
て
坂
本
賞
三
氏
は
、
前
掲
註
（
Ⅱ
）
論
文
に
お
い
て
「
政
府
が
官
省
符
で
公
認
し
た
荘
園
は
荘
園
整
理
令
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
十
世
紀
当
時
に
権
門
や
寺
社
の
要
望
で
個
々
の
荘
園
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
政
府
が
官
省
符
を
与
え
た
か
ど
う
か
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
永
観
荘
園
整
理
令
が
対
象
と
し
た
の
は
、
国
司
が
認
め
た
国
免
荘
な
の
で
あ
る
」
と
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
（
鉛
）
鹿
田
荘
事
件
に
つ
い
て
は
、
中
野
栄
夫
氏
「
寛
和
年
間
、
殿
下
渡
領
備
前
国
鹿
田
荘
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
巻
）
・
『
岡
山
県
史
第
三
巻
古
代
Ⅱ
」
「
第
六
章
吉
備
と
摂
関
時
代
第
三
節
備
前
国
鹿
田
荘
事
件
」
が
詳
し
い
。
（
町
）
『
平
安
遺
文
』
四
’
一
七
三
八
号
。
（
胡
）
天
永
元
年
一
一
一
月
一
三
日
付
「
伊
賀
国
名
張
郡
々
司
等
勘
状
」
（『平安遺文』四’’七三九号）、天永一一年一○月一一七日付
「東大寺伊賀国黒田杣文書目録注進状案」（『平安遺文』四
（
胡
）
沽
価
法
に
つ
い
て
は
、
脇
田
晴
子
氏
「
沽
価
法
の
成
立
と
調
庸
制
」
（
『
日
本
史
研
究
』
八
六
号
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
所
収
）
、
保
立
道
久
氏
「
中
世
前
期
の
新
制
と
沽
価
法
Ｉ
都
市
王
権
の
法
、
市
場
、
貨
幣
、
財
政
Ｉ
」
（
「
歴
史
学
摂
関
政
治
成
立
期
の
国
家
政
策
（
鈴
木
）
’
一
七
五
六
号
）
な
ど
。
研
究
』
六
八
七
号
）
参
照
。
（
い
）
『
玉
葉
』
治
承
三
年
七
月
二
五
日
条
。
（
虹
）
林
陸
朗
氏
「
所
謂
『
延
喜
天
暦
聖
代
』
説
の
成
立
」
（
古
代
学
協
会
編
『
延
喜
天
暦
時
代
の
研
究
』
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
上
代
政
治
社
会の研究』所収）。
（
妃
）
『
小
右
記
』
寛
和
三
年
正
月
七
日
条
。
（
蛆
）
政
・
定
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦
氏
前
掲
註
（
５
）
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
」
、
藤
木
邦
彦
氏
「
陣
定
ｌ
平
安
時
代
に
お
け
る
政
務
執
行
の
一
形
態
ｌ
」
（
『
歴
史
と
文
化
」
Ｖ
、
の
ち
に
同
氏
箸
『
平
安
王
朝
の
政
治
と
制
度
』
）
、
土
田
直
鎮
氏
「
平
安
時
代
の
政
務
と儀式」（『国学院大学日本文化研究所紀要』三一一一号、のち
に
同
氏
箸
『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
所
収
）
、
橋
本
義
則
氏
「
外
記
政
の
成
立
ｌ
都
城
と
儀
式
」
（
『
史
林
』
六
四
ｌ
｜
号
、
の
ち
に
「
外
記
政
の
成
立
」
と
副
題
削
除
の
上
、
同
氏
箸
『
平
城
宮
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）
な
ど
の
諸
論
文
に
詳
し
い
。
（
ｕ
）
森
田
悌
氏
は
、
中
納
言
の
権
限
の
大
き
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『王朝政治』四三～四五頁）。
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